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重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

１
若
者
が
暮
ら
し
た
い
ま
ち
を
創
る

▼
東
京
圏
か
ら
の
移
住
・
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
・
企
業
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
。

▼
移
住
希
望
者
等
へ
の
情
報
提
供
、
相

談
対
応
な
ど
支
援
体
制
の
構
築
。
▼
若

年
者
に
対
す
る
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の
家

賃
補
助
、住
宅
取
得
へ
の
補
助
を
継
続
。

▼
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
や
高

校
生
、
大
学
生
等
を
対
象
に
し
た
説
明

会
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
求
人
企
業
へ
の
情

報
発
信
。
▼
就
農
支
援
資
金
の
活
用
や

農
業
青
年
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動
助
成
。
▼

金
ケ
崎
ミ
ラ
イ
ラ
ボ
事
業
を
実
施
。
▼

中
学
生
の
ま
ち
歩
き
学
習
等
の
事
業
を

継
続
。
▼
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
の

提
供
。

２
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
を
創
る

▼
18
歳
ま
で
の
医
療
費
に
係
る
自
己
負

担
分
の
無
料
化
を
継
続
。
▼
現
物
給
付

対
象
者
を
中
学
生
ま
で
拡
大
。
▼
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
。
▼
「
在
宅
子
育
て
応
援
金
」
の
交

付
事
業
を
実
施
。
▼
副
食
費
の
第
３
子

無
償
化
を
継
続
。
▼
０
歳
か
ら
２
歳
児

に
か
か
る
保
育
園
保
育
料
の
見
直
し
。

▼
子
育
て
支
援
員
研
修
を
実
施
。
▼
新

卒
者
や
潜
在
保
育
士
へ
の
就
職
支
援
助

成
や
奨
学
金
返
還
補
助
。
▼
認
可
外
保

育
施
設
お
よ
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト・セ
ン
タ
ー
の
利
用
に
対
す
る
助
成
。

３
活
力
と
特
色
の
あ
る
地
域
を
創
る

▼
地
域
課
題
の
話
し
合
い
の
機
会
を
創

出
。
▼
「
住
民
が
主
役
」
と
な
っ
た
地

域
づ
く
り
の
推
進
。
▼
国
道
沿
線
の
土

地
の
活
用
に
必
要
か
つ
可
能
な
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
町
有
地
の
有
効
活
用

に
つ
い
て
検
討
。
▼
六
原
駅
前
の
駐
車

場
の
整
備
に
向
け
て
地
域
と
の
連
携
に

よ
り
取
組
を
推
進
。

基
本
目
標
１　
生
活
環
境

１
都
市
基
盤

▼
町
道
野
田
・
前
野
線
お
よ
び
町
道
一

の
台
10
号
線
の
整
備
。
▼
一
般
国
道
４

号
金
ケ
崎
拡
幅
の
事
業
推
進
。
▼
空
き

家
活
用
お
よ
び
空
き
家
除
却
に
対
す
る

補
助
金
を
設
置
。
▼
空
き
家
を
地
域
交

流
の
場
と
し
て
活
用
す
る
取
組
な
ど
を

支
援
。
▼
「
金
ケ
崎
町
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」
に
基
づ
く
実
証
運
行
。

▼
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
一
ノ
関
、
北
上
間
の

増
便
要
望
。
▼
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
に
着
手
。

２
防
災
・
生
活
安
全

▼
住
民
参
加
型
の
実
践
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
。
▼
地
区
防
災
計
画
の
策
定
。

▼
準
中
型
免
許
を
取
得
す
る
消
防
団
員

へ
の
経
費
助
成
。
▼
消
費
生
活
見
守
り

推
進
員
に
よ
る
消
費
者
教
育
。
▼
奥
州

市
と
連
携
し
設
置
し
て
い
る
相
談
窓
口

の
周
知
。

３
生
活
環
境

▼
二
酸
化
炭
素
排
出
量
抑
制
の
取
組
を

推
進
。
▼
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源
循
環

の
徹
底
。
▼
家
庭
ご
み
の
手
数
料
徴
収

制
度
の
導
入
を
検
討
。

４
自
然
環
境
保
全

▼
県
内
で
唯
一
確
認
さ
れ
て
い
る
マ
ツ

ム
シ
ソ
ウ
の
自
生
地
の
保
全
活
動
を
実

施
。
▼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
環
境
講
座
を

通
じ
て
希
少
動
植
物
の
保
全
意
識
の
醸

成
。
▼
上
下
水
道
環
境
を
将
来
に
わ

た
っ
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の
経
営
改

革
・
健
全
運
営
。
▼
決
算
及
び
今
後
の

事
業
状
況
に
つ
い
て
、
住
民
懇
談
会
な

ど
で
町
民
に
周
知
を
徹
底
。
▼
適
正
な

行
政
負
担
と
住
民
負
担
の
あ
り
方
を
検

討
。　

基
本
目
標
２　
健
康
福
祉

１
健
康
増
進

▼
家
族
で
取
り
組
む
健
康
増
進
を
検
討
。

▼
生
活
習
慣
病
予
防
及
び
重
症
化
予
防

に
着
手
。
▼
精
密
検
査
受
診
率
向
上
を

図
る
。
▼
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
に

よ
る
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
・
自
殺

対
策
を
進
め
る
。

２
地
域
医
療

▼
町
民
が
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
整

備
。
▼
金
ケ
崎
診
療
所
・
歯
科
診
療
所

に
お
い
て
診
療
体
制
の
維
持
と
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
。
▼
感
染

症
対
策
へ
の
取
組
を
強
化
し
、
安
心
し

て
受
診
で
き
る
体
制
整
備
を
図
る
。
▼

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
し
た

訪
問
診
療
や
在
宅
で
の
看
取
り
を
推
進
。

３
児
童
福
祉

▼
乳
幼
児
健
診
や
訪
問
指
導
な
ど
を
継

続
し
て
実
施
。
▼
子
ど
も
に
対
す
る
食

事
の
提
供
や
学
習
支
援
、
生
活
習
慣
の

習
得
な
ど
の
活
動
を
実
施
す
る
団
体
の

支
援
。

▼
関
係
機
関
と
連
携
し
て
児
童
虐
待
等

の
事
案
に
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
の
整

備
。
▼
相
談
対
応
及
び
見
守
り
機
能
の

充
実
、
未
然
防
止
を
図
る
啓
発
活
動
を

実
施
。

４
障
が
い
者
福
祉

▼
町
地
域
自
立
支
援
協
議
会
を
中
心
に

関
係
機
関
と
連
携
。
▼
各
分
野
の
専
門

的
な
知
識
を
生
か
し
た
支
援
に
努
め
る
。
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施政方針施政方針
金ケ崎町の重点プロジェクト

1「若者が暮らしたいまちを創る」
2「女性にとって魅力的なまちを創る」
3「活力と特色のある地域を創る」

3月定例議会で髙橋町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。3月定例議会で髙橋町長が示した本年度の施政方針の概要を紹介します。

　
今
年
は
、
町
民
憲
章
制
定
50
周
年
の

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目
の
年
を
記

念
す
る
事
業
を
通
じ
て
、
町
民
憲
章
の

「
人
間
尊
重
」
「
郷
土
愛
」
「
開
発
精

神
」
「
相
互
の
敬
愛
と
信
頼
」
を
活
か

し
た
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
十
次
総
合
発
展
計
画
の
締

め
く
く
り
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、
次

期
総
合
計
画
お
よ
び
国
土
利
用
計
画
地

域
計
画
の
策
定
年
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
や
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、

ま
た
、
国
が
策
定
し
た
第
２
期
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
勘
案
し
、
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大

や
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い

環
境
整
備
等
の
充
実
を
検
討
す
る
ほ

か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
）
や
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
（
ソ

サ
エ
テ
ィ
５
．
０
）
な
ど
時
代
の
変
化

に
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
政
策
と
事
業

展
開
を
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ

と
と
し
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
で
も
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
を
目
指
し
た
計
画
策
定
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
都
市
計
画

区
域
と
農
業
振
興
地
域
と
の
線
引
き
見

直
し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

令和2年度令和2年度
金ケ崎町金ケ崎町
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の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。
▼
義
務
教

育
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
継
続
。

▼
集
団
不
適
応
や
不
登
校
な
ど
の
問
題

を
抱
え
る
児
童
生
徒
や
特
別
な
支
援
を

必
要
と
す
る
園
児
、
児
童
生
徒
を
支
援

す
る
た
め
、
新
た
に
家
庭
教
育
支
援

チ
ー
ム
事
業
を
導
入
。
▼
特
別
支
援
員

の
継
続
的
な
配
置
等
に
よ
り
、
教
育
相

談
や
家
庭
訪
問
の
体
制
充
実
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
、
指
導
の
充
実
に
努

め
る
。
▼
英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼

稚
園
・
保
育
園
か
ら
中
学
校
へ
と
つ
な

が
り
を
も
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成

し
、
幼
少
期
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
大
切
に
し
た
英
語
に
触
れ
る

機
会
を
確
保
。
▼
英
語
教
育
が
必
修
化

と
な
る
小
学
校
を
中
心
と
し
て
、
英
語

感
覚
の
育
成
と
英
語
に
関
す
る
興
味
・

関
心
の
喚
起
を
図
る
。
▼
ふ
る
さ
と
教

育
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
へ
愛
着
や
誇
り
を
持
て
る
よ
う

学
習
機
会
の
確
保
に
努
め
る
。

２
生
涯
教
育

▼
「
人
づ
く
り
」
を
実
践
し
て
い
く
た

め
、
生
活
習
慣
の
確
立
や
世
代
間
交
流

等
の
体
験
活
動
を
提
供
。
▼
子
育
て
や

社
会
活
動
、
地
域
課
題
解
決
に
係
る
学

習
機
会
の
提
供
な
ど
成
人
期
の
生
涯
教

育
の
推
進
。
▼
豊
富
な
技
術
や
知
識
を

地
域
社
会
に
還
元
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
資
産
の
有
効
活
用
に
関
す
る
講
座
の

実
施
な
ど
高
齢
期
の
生
涯
教
育
の
推

進
。
▼
創
作
活
動
や
発
表
機
会
の
提
供

な
ど
、
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
。
▼
生

涯
教
育
セ
ン
タ
ー
の
「
公
民
館
機
能
の

充
実
」
と
「
生
涯
教
育
推
進
体
制
の
整

備
」
を
図
り
、
地
域
や
町
民
の
生
活
上

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
事
業
を
実

施
。

３
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

▼
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
中
心
と
な

り
、
全
世
代
が
一
緒
に
楽
し
め
る

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
活
動
を
実

施
。
▼
出
前
講
座
な
ど
、
各
地
域
に
出

向
い
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
事
業
を
展
開
。

▼
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
５
年
に
１
度

実
施
さ
れ
る
町
民
運
動
会
に
取
り
組

む
。
▼
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
促
進
事
業

補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
ス
ポ
ー
ツ
合

宿
な
ど
を
行
う
団
体
の
招
致
に
努
め
、

町
民
と
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
事

業
に
取
り
組
む
。
▼
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
、
競
技
力

向
上
を
目
指
す
指
導
者
の
人
材
育
成
に

取
り
組
む
。
▼
岩
手
大
学
と
の
事
業
連

携
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
と
し

た
地
域
連
携
事
業
を
実
施
。

４
読
書
活
動

▼
「
地
域
の
活
力
を
応
援
す
る
」「
親

子
と
若
者
に
愛
さ
れ
る
」「
心
地
よ
く

交
流
す
る
」
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
町
民

に
と
っ
て
の
「
知
を
つ
な
ぐ
広
場
」
を

目
指
し
、特
色
あ
る
企
画
展
等
を
実
施
。

５
文
化
財

▼
国
指
定
史
跡
の
鳥
海
柵
跡
は
、
散
策

路
や
便
益
施
設
の
実
施
設
計
を
行
い
つ

つ
、
史
跡
の
更
な
る
周
知
や
知
名
度
向

上
を
図
り
、
保
存
管
理
及
び
大
林
城
跡

や
金
ケ
崎
城
跡
等
の
史
跡
と
一
体
と

な
っ
た
活
用
を
継
続
し
て
推
進
。
▼
国

選
定
の
城
内
諏
訪
小
路
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
は
、
伝
統
的
建
造
物

の
修
理
を
行
う
と
と
も
に
、
金
ケ
崎
要

害
歴
史
館
を
活
用
し
な
が
ら
、
県
内
唯

一
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

と
し
て
交
流
を
進
め
る
。
▼
国
登
録
有

形
文
化
財
の
旧
陸
軍
省
軍
馬
補
充
部
六

原
支
部
官
舎
及
び
千
田
正
記
念
館
は
、

公
開
活
用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
六

原
支
部
官
舎
の
活
用
へ
向
け
た
第
二
棟

の
修
理
を
行
う
。
▼
郷
土
芸
能
に
つ
い

て
は
、
各
保
存
団
体
の
状
況
を
踏
ま
え

支
援
方
針
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
定

住
自
立
圏
の
構
成
市
町
が
連
携
し
た
郷

土
芸
能
発
表
大
会
に
参
画
し
、
郷
土
芸

能
の
振
興
を
進
め
る
。

６
国
際
理
解

▼
中
国
長
春
市
保
健
体
育
公
式
訪
問
団

な
ど
の
受
け
入
れ
を
実
施
。
▼
多
文
化

共
生
指
針
の
策
定
を
進
め
る
。
▼
Ｉ
Ｌ

Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
取
組

を
継
続
。

55　 　 広報かねがさき●令和 2年 4月広報かねがさき●令和 2年 4月 広報かねがさき● 2020-4　4

2020 金ケ崎町施政方針

5
高
齢
者
福
祉

▼
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
や
ゆ
い
っ
こ
ハ

ウ
ス
の
自
主
運
営
に
対
す
る
支
援
の
拡

大
。
▼
声
を
出
し
、
運
動
す
る
こ
と
に

よ
り
身
体
機
能
や
嚥
下
機
能
を
楽
し
み

な
が
ら
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る「
ス
ポ
ー

ツ
ボ
イ
ス
講
座
」
を
導
入
。
▼
次
期
高

齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
を
進
め
る
。

▼
就
職
支
援
助
成
や
奨
学
金
返
還
補
助

な
ど
に
よ
り
人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

６
認
知
症
対
策

▼
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

ほ
か
、
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

協
力
事
業
所
の
拡
大
。▼
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
等
の
養
成
。

７
地
域
福
祉

▼
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
に
よ
る
地

域
ご
と
の
課
題
解
決
に
努
め
る
。
▼「
避

難
行
動
要
支
援
者
登
録
台
帳
」
の
充
実

に
向
け
て
取
り
組
む
。

基
本
目
標
３　
産
業

1
農
業

▼
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得
経
費
の
助
成
や

ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
の
リ
ー
ス
等
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
。
▼
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
大
森
・
鳥
の
海
上
地

区
の
支
援
継
続
、
原
・
蟹
沢
地
区
の
確

実
な
採
択
に
向
け
た
支
援
。
▼
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
の
広
域
化
組
織
の
設

立
を
支
援
。
▼
園
芸
作
物
の
更
な
る
推

進
を
図
る
た
め
、
資
材
等
の
初
期
投
資

経
費
の
一
部
支
援
や
産
地
交
付
金
の
重

点
単
価
設
定
、
農
業
技
術
指
導
員
に
よ

る
栽
培
技
術
指
導
な
ど
を
実
施
。▼「
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
取
組
を
推
進
し
、

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
生
産
物
の
高
付

加
価
値
化
を
促
進
。
▼
肉
用
牛
繁
殖
セ

ン
タ
ー
を
最
大
限
活
用
し
、
農
家
の
負

担
軽
減
と
飼
養
頭
数
の
増
加
を
促
進
。

▼
町
産
業
開
発
公
社
に
、
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
返
礼
品
の
取
扱
業
務
を
委
託
す

る
こ
と
を
視
野
に
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
額
の
拡
大
と
産
業
開
発
公
社
の
自
立

の
支
援
。

2
工
業

▼
立
地
企
業
の
円
滑
な
事
業
展
開
を
支

援
。
▼
自
動
車
関
連
産
業
を
中
心
と
し

た
積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
に
取
り
組

む
。▼
県
が
構
想
す
る「
北
上
川
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
と
連
携
し
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）、
水
素
関
連
ビ
ジ
ネ

ス
分
野
の
誘
致
活
動
を
展
開
。

３
商
業

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ
ム
の

導
入
の
ほ
か
、
新
た
に
開
始
が
予
定
さ

れ
て
い
る
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
に
よ

る
ポ
イ
ン
ト
還
元
制
度
に
よ
る
消
費
活

性
化
へ
の
対
応
を
商
工
会
と
と
も
に
支

援
。
▼
個
々
の
店
舗
、
個
性
あ
る
魅
力

商
品
の
情
報
発
信
な
ど
商
工
会
事
業
の

支
援
。
▼
空
き
店
舗
活
用
補
助
事
業
、

創
業
塾
の
開
催
な
ど
に
よ
る
創
業
支

援
。
▼
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
商
工
会

青
年
部
及
び
女
性
部
が
実
施
す
る
記
念

事
業
な
ど
の
商
工
会
の
組
織
強
化
・
活

性
化
に
繋
が
る
取
組
を
支
援
。

４
観
光

▼
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
努
め
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
観
光
Ｐ
Ｒ
動
画
の

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
の
配
信
や
デ
ジ
タ
ル

広
告
の
配
信
、
首
都
圏
で
の
商
談
会
開

催
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

展
開
。
▼
町
内
の
文
化
財
を
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
念
頭
に
情
報

発
信
。
▼
城
内
諏
訪
小
路
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
侍
住
宅
な
ど
に

Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）を
整
備
。

▼
東
北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
観
光
客
増
加
の
好
機
と
捉
え

宿
泊
を
伴
う
観
光
プ
ラ
ン
を
企
画
し
Ｐ

Ｒ
を
図
る
。

基
本
目
標
４　
教
育
文
化

1
学
校
教
育

▼
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
南
方
幼
稚

園
を
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て

開
園
し
、
給
食
の
提
供
や
２
号
認
定
児

に
対
す
る
土
曜
日
保
育
の
実
施
等
に
よ

り
保
育
の
充
実
を
図
る
。
▼
各
幼
稚
園

で
の
適
正
な
園
児
数
の
確
保
に
努
め
つ

つ
、
園
児
数
の
将
来
予
測
に
基
づ
く
統

廃
合
の
検
討
。
▼
就
学
前
児
童
に
対
す

る
業
務
の
窓
口
を
一
元
化
し
、
利
用
者

広報かねがさき● 2020-4広報かねがさき● 2020-4　　44



7　 広報かねがさき●令和 2年 4月

一般会計 86億4,848万円　　 前年度比　△ 2億 8,407 万円　3.2%減

歳  出

　補助費等は、胆江地区衛生センターごみ焼却施設長寿命化
事業に係る負担金の減により、前年度比 3億 787 万円減の
17億 7,754 万円です。
　扶助費は、在宅子育て応援金の新設、保育園運営委託料の
増により、2,863 万円増の 13億 3,488 万円です。

町民 1人あたりの予算のつかいみち

特別会計・企業会計予算

重点プロジェクトへの取り組み重点プロジェクトへの取り組み

1 若者が暮らしたいまちを創る
～特に若者の雇用の場の確保や定住環境の
向上への取り組みとして～
▶企業立地促進奨励事業費補助金　1,000 万円
▶住宅建設資金金利負担軽減補助金　2,415万円
▶定住促進住宅取得支援補助金　 250万円

▶若年者移住定住促進家賃補助金  702 万円
▶移住支援事業費補助金         　160万円

2 女性にとって魅力的なまちを創る
～特に子育て中の働く女性への支援策とし
て～
▶子ども医療費給付費　　　  5,733 万円
▶子育て支援対策事業　　　　  611 万円
▶待機児童支援事業　　　　　  527 万円
▶ファミリー・サポート・センター事業　 180万円
▶新在宅子育て応援金　　　  　 759万円

3 活力と特色のある地域を創る
～特に人口減少の中で地域づくりを進める
ための支援策として～
▶地域支援事業　　　　　　   1,346万円
▶横道・谷地地区宅地開発指導事業　1,483万円

▶新地域公共交通網形成計画推進支援業務　595万円
▶新町民憲章制定50周年記念事業　　   436万円
▶新外国人観光客受入環境整備事業　  453万円
　　　　　　　　　　　　新　　新規事業　

■特別会計　　　　　　　　　　　 35億 4,871万円
国民健康保険 14億 6,957 万円

前年度比

5.7%増
訪問介護ステーション事業 2,185 万円 4.3%増
介護保険事業 15億 2,285 万円 0.02%増
介護サービス事業 448万円 10.0%増
診療施設（医科） 3億 3,812 万円 9.0%増
診療施設（歯科） 5,462 万円 22.3%増
後期高齢者医療 1億 3,721 万円 1.9%増

■企業会計　　　　　　　　　　  11億 4,132万円※
水道事業 3億 7,266 万円

前年度比
10.4%増

下水道事業 7億 6,866 万円 1.8%減

借入の返済に福祉・保健・
医療に

道路や公園の
整備に

役場の運営など
に

ごみの処理な
どに

教育やスポー
ツ振興に

130,809 円

76,506 円 75,839 円 67,367 円 65,437 円
55,858 円

町内に住宅を取得する
際の費用や住宅ローン
の金利を補助します。

在宅で子育てする
家庭に応援金を補
助します。

定住人口の増加のた
め、横道・谷地地区
の良好な宅地開発を
進めます。

補助費等  20.6％補助費等  20.6％
17億 7,754 万円17億 7,754 万円
（△14.8％）（△ 14.8％）

人件費  17.6％人件費  17.6％
15億 2,290 万円15億 2,290 万円
（9.2％）（9.2％）

物件費  15.5％物件費  15.5％
13億 3,903 万円13億 3,903 万円
（△2.0％）（△ 2.0％）

扶助費  15.4％扶助費  15.4％
13億 3,488 万円13億 3,488 万円
（2.2％）（2.2％）

公債費  10.0％公債費  10.0％
8億 6,860 万円8億 6,860 万円
（△6.4％）（△ 6.4％）

普通建設事業費  9.4％普通建設事業費  9.4％
8億 1,026 万円8億 1,026 万円
（△7.6％）（△ 7.6％）

操出金  6.3％操出金  6.3％
5億 4,328 万円5億 4,328 万円
（6.3％）（6.3％）

維持補修費  4.1％維持補修費  4.1％
3億 4,860 万円3億 4,860 万円
（10.0％）（10.0％）

その他  1.1％その他  1.1％
1億 341万円1億 341万円
（△29.6％）（△ 29.6％）

※収益的支出の額

※（  ）内は前年度予算との比較

広報かねがさき● 2020-4　6

定
住
人
口
の
増
加
に
む
け
て
　
若
者
や
女
性
の
活
躍
支
援
や

定
住
人
口
の
増
加
に
む
け
て
　
若
者
や
女
性
の
活
躍
支
援
や

　
活
力
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

　
活
力
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

　
第
十
次
金
ケ
崎
町
総
合
発
展
計
画
の
5
年
目
と
な
る
令
和
２
年
度
は
、
計
画
の
締
め

く
く
り
の
年
と
し
て
各
施
策
を
着
実
に
実
行
し
、「
金
ケ
崎
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
に
お
け
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
若
者
、
女
性
、
地
域
）
に
関
連
す

る
事
業
を
優
先
的
・
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
施
策

展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

令和２年度令和２年度

予 算予 算
1 年間の収入・支出は？1年間の収入・支出は？

一般会計 86億4,848万円　　 前年度比　△ 2億 8,407 万円　3.2%減

自
主
財
源

依
存
財
源

歳  入

　分担金及び負担金は、子育て家庭の負担軽減を目的とした
保育料の減額や幼児保育無償化に伴う保育所入所負担金の減
により、前年度比 4,390 万円減の 3,871 万円です。
　町債は、法面対策工事や町道舗装補修事業などにより、
2,077 万円減の 7億 4,255 万円です。

町民 1人あたりの予算のつかいみち

財源不足に対応するため基金を活用
　財源不足に対応するため財政調整基金、いわゆる貯金を取
り崩すことにより予算を成り立たせています。令和２年度予
算では 5億 4,477 万円を取り崩しており、取り崩し後の基
金残高は 15億 2,872 万円となります。

借入の返済に 農業の発展に 消防・防災に 議会の運営に 商工業や観光
振興などに その他

55,858 円
44,926 円

25,719 円

6,601 円 6,246 円 863円

町民 1人あたりに
使われる予算額  55万6,173円
※歳出総額を令和２年 3月 31日現在の人口（15,550 人）で割ったもの

財政調整基金残高と取り崩し額の推移
R2R1H30H29H28H27H26H25H25H23H22

0.3

19.0
22.3

26.0

18.9
20.7

23.1 23.8 22.3 21.5
20.7

15.3

0.0
2.7

10.8
6.8

3.0 3.7
7.0 6.6 7.1 5.4

町税  32.4％　町税  32.4％　
28億 486万円28億 486万円
（0.1％）（0.1％）

繰入金  9.0％繰入金  9.0％
7億 8,204 万円7億 8,204 万円
（△16.7％）（△ 16.7％）

諸収入ほか  2.4％諸収入ほか  2.4％
2億 876万円2億 876万円
（△17.7％）（△ 17.7％）

地方交付税  21.8％地方交付税  21.8％
18億 8,090 万円18億 8,090 万円
（△3.8％）（△ 3.8％）

国庫支出金  10.4％国庫支出金  10.4％
9億 192万円9億 192万円
（5.1％）（5.1％）

県支出金  8.4％県支出金  8.4％
7億 2,748 万円7億 2,748 万円
（△11.1％）（△ 11.1％）

町債  8.6％町債  8.6％
7億 4,255 万円7億 4,255 万円
（△2.7％）（△ 2.7％）

地方消費税交付金ほか  7.0％地方消費税交付金ほか  7.0％
5億 9,997 万円5億 9,997 万円
（10.6％）（10.6％）

43.9％43.9％56.1％56.1％

（億円）
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令和２年度令和２年度 職 員 配 置職 員 配 置
企
画
財
政
課

財
政
係
長

管
財
係
長

政
策
係
長

行
政
経
営
係
長

宮
補
佐
兼
務

藤
原　
一
裕

課
長

高
橋　
宏
紀

補
佐

宮　
　
栄
司

税　
務　
課

課
長

千
田　
美
和

補
佐

川
井　
　
理

副
主
幹

小
野
寺
純
也

評
価
係
長

賦
課
係
長

納
税
係
長

川
井
補
佐
兼
務

小
野
寺
副
主
幹
兼
務

榊
　
由
佳
里

主
事
主
事
主
事
主
事
主
事

橘
山　
　
翔　

及
川　
洋
平

千
葉　
茂
仁

多
田
麻
衣
子

千
田　
　
稜

住　
民　
課

主
事
主
事
主
事
主
事
補

千
田　
達
也　

及
川
阿
有
美

小
岩　
祐
美

太
田　
光
寿

国
保
年
金
係
長

住
民
相
談
係
長

町
民
係
長

梅
田
補
佐
兼
務

及
川　
志
穂

補
佐

梅
田　
吏
佳

課
長

高
橋
真
貴
子

子
育
て
支
援
課

課
長

小
原　
弘
子

補
佐

星　
幸
子

母
子
保
健
係
長

子
育
て
支
援
係
長

星
補
佐
兼
務

内
藤
ま
ゆ
み

保
健
師

保
健
師

主
事
補

千
葉　
修
子

高
橋　
　
舞

梅
田　
隆
之

都
市
建
設
課

主
事
技
師
主
事
技
師
補

髙
橋　
圭
太

千
田　
朋
恵　

大
久
保　
薫

佐
藤　
典
和

課
長

菅
原　
　
睦

補
佐

菊
地　
孝
行

副
主
幹

古
川　
真
嘉

都
市
計
画
係
長

建
築
住
宅
係
長

国
土
調
査
係
長

建
設
整
備
係
長

菊
地
補
佐
兼
務

古
川
副
主
幹
兼
務

朝
倉　
　
淳

小
原　
　
礼

農　
林　
課

課
長

鈴
木　
敏
郎

補
佐

阿
部　
勝
利

副
主
幹

副
主
幹

渡
邉
久
美
子

及
川　
克
文

農
政
係
長

担
い
手
育
成
係
長

農
村
整
備
林
務
係
長

生
産
振
興
係
長

阿
部
補
佐
兼
務

及
川
副
主
幹
兼
務

山
口　
英
利

主
査

粟
津　
文
恵

主
事
主
事
主
事
技
師
主
事

千
葉　
春
希

伊
藤　
一
徳　

及
川　
周
平

菅
原　
　
均

扇　
　
次
郎

生
活
環
境
課

課
長

佐
藤　
茂
志

補
佐

阿
部　
奉
文

防
災
係
長

消
防
交
通
係
長

資
源
循
環
係
長

環
境
対
策
係
長

阿
部
補
佐
兼
務

亀
井　
悦
子

主
査
主
査

千
田
由
紀
子

田
尻　
和
稔

商
工
観
光
課

課
長

高
橋　
文
浩

補
佐

稲
葉　
郁
子

商
業
係
長

観
光
係
長

企
業
係
長

稲
葉
補
佐
兼
務

北
條　
美
加

添
田　
　
宏

主
事
補

門
間　
可
純　

（
新
規
採
用
）

（
新
規
採
用
）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長

阿
部　
俊
和

副
所
長
医
師
歯
科
医
師

事
務
長

古
田　
一
裕

加
藤　
喜
信

高
橋　
道
訓

相
澤　
啓

補
佐
補
佐

佐
藤　
康
博

高
橋
真
一
郎

副
主
幹

副
主
幹

副
主
幹

高
橋　
嬢
子

及
川　
恵
美

菊
地　
淑
子

福
祉
係
長

介
護
保
険
係
長

訪
問
看
護
係
長

医
療
係
長

元
気
１
０
０
歳

健
康
支
援
係
長

佐
藤
補
佐
兼
務

高
橋
補
佐
兼
務

高
橋
副
主
幹
兼
務

及
川
副
主
幹
兼
務

菊
地
副
主
幹
兼
務

放
線
線
技
師

薬
剤
師

検
査
技
師

主
任
臨
床

主
任
看
護
師

主
任
看
護
師

主
任
看
護
師

主
任
看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師

看
護
師

佐
々
木
清
光

内
田
真
喜
子

亀
井　
　
浩

山
田　
洋
子

小
野
寺
利
佳

四
日
市
春
美

千
田　
瑞
穂

高
橋　
須
磨

吉
田　
聖
子

鈴
木
麻
代
子

石
母
田
陽
子

伊
藤　
　
舞

管
理
栄
養
士

保
健
師

保
健
師

保
健
師

保
健
師

保
健
師

保
健
師

社
会
福
祉
士

社
会
福
祉
士

主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
補

箱
崎　
栄
里

佐
々
木
美
由
紀

高
橋　
光
緒

瀬
川
久
美
子

小
原　
茉
奈

佐
々
木
結
衣

菊
池　
望
花

高
橋　
幸
枝

植
田　
里
美

佐
藤　
大
樹

小
野
寺
真
也

渡
辺　
紘
生

菊
地　
　
祥

千
葉　
聖
也

小
原　
莉
世

金
ケ
崎
診
療
所

金
ケ
崎
歯
科
診
療
所

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
規
採
用
）

（
再
任
用
）

産
業
開
発
公
社

（
別
表
の
と
お
り
）

総　
務　
課

課
長

佐
藤　
政
義

補
佐

佐
藤　
　
武

副
主
幹

折
笠　
祐
司

秘
書
職
員
係
長

広
報
公
聴
係
長

情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

行
政
係
長

佐
藤
補
佐
兼
務

折
笠
副
主
幹
兼
務

及
川
由
紀
子

主
査
主
査

阿
部
有
貴
子

畠
山　
勝
博

主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
補

主
事
補

市
橋　
美
花

滝
田　
美
優

田
沼
真
智
子

巴　
　
春
菜

村
口　
広
哉

鈴
木　
貴
大

長
谷
川
文
佳

多
田　
　
守

田
口　
　
洋

人
口
対
策
室

室
長

氏
家　
憲
弘

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
別
表
の
と
お
り
）

（
別
表
の
と
お
り
）

（
別
表
の
と
お
り
）

（
別
表
の
と
お
り
）

（
別
表
の
と
お
り
）

（
主
幹
兼
務
）

（
新
規
採
用
）

主
査

小
野
寺　
悠

主
事
主
事
主
事

小
原　
絵
美

英　
　
大
貴　

後
藤　
　
亮

（
新
規
採
用
）

（
新
規
採
用
）

主
事
補

及
川　
真
人

（
新
規
採
用
）

主
事
補

朝
倉　
　
卓　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
別
表
の
と
お
り
）
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要
害
歴
史
館

館
長

柏
井　
慶
一

上
下
水
道
課

課
長

渡
邊　
　
学

補
佐

及
川　
　
博

上
水
道
係
長

下
水
道
係
長

総
務
係
長

及
川
補
佐
兼
務

千
田　
由
行

主
任

千
葉　
達
也

出　
納　
室

会
計
管
理
者

千
田　
美
和

室
長

青
柳　
美
幸

出
納
係
長

物
品
係
長

青
柳
室
長
兼
務

主
任

及
川　
　
一

主
事

橋
本　
好
美　

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

東
海
林
泰
史

補
佐

浅
利　
英
克

副
主
幹

佐
藤　
美
幸

総
務
係
長

幼
保
支
援
係
長

学
校
教
育
係
長

浅
利
補
佐
兼
務

佐
藤
副
主
幹
兼
務

折
笠
可
奈
子

主
事
英
語
指
導
員

主
事
主
事

田
沼　
祐
輔

ダ
ニ
エ
ル
・
デ
グ
ラ
ス

及
川　
裕
樹

板
宮　
清
香

図　
書　
館

館
長

及
川　
敏
雄

係
長

千
葉　
　
哲

主
事

渡
辺　
知
美　

農
業
委
員
会
事
務
局

局
長

鈴
木　
敏
郎

補
佐

阿
部　
勝
利

総
務
係
長

農
地
係
長

阿
部
補
佐
兼
務

及
川　
　
靖

主
査

吉
田　
和
代　

議
会
事
務
局

局
長

小
澤　
龍
也

補
佐

榊
　
　
由
美

総
務
係
長

議
事
係
長

榊
補
佐
兼
務

監
査
委
員
事
務
局

（
議
会
事
務
局
職
員
兼
務
）

小
中
学
校
・
幼
稚
園

（
別
表
の
と
お
り
）

給
食
セ
ン
タ
ー

（
別
表
の
と
お
り
）

町は、４月１日付けで人事異動を行いました。この異動による職員配置を組織図とともに
お知らせします。（■■は異動者・昇任等含む。）

（
再
任
用
）

（
再
任
用
）

（
再
任
用
）

■派遣職員 ▶課長　北條　光（奥州金ケ崎行政事務組合へ）　▶主査　髙橋　譲（国土交通省東北地方整備局へ）
　　　　　　▶主事　阿部　長光（岩手県市町村課へ）　　　　▶技師　鈴木　優哉（山田町へ）

南
方
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

北
部
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

西　
　
久
雄

所
長

後
藤　
一
行

街
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

三
ケ
尻
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

西
部
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

永
岡
地
区
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

中
央
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

所
長

及
川　
勝
博

補
佐

関
口　
　
潤

副
主
幹

二
之
湯
秀
夫

社
会
教
育
係
長

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長

生
涯
教
育
係
長

文
化
財
係
長

国
際
交
流
係
長

総
務
係
長

二
之
湯
副
主
幹
兼
務

亀
井　
淳

髙
橋　
直
子

主
事
主
事
主
事
主
事
主
事
補

学
芸
員

朴
澤　
　
亨

髙
橋　
卓
也

遠
藤　
万
凜

菅
原　
滉
大

佐
藤　
真
仁

西
村
佳
菜
子

係
長

松
本　
浩
和

地
域
づ
く
り
推
進
室

所
長

坂
田　
裕
之

所
長

鈴
木　
　
洋

所
長

千
葉
東
志
勝

所
長

髙
橋　
利
男

室
長

関
口　
　
潤

▶給食センター
所長　　　　　東海林泰史
所長補佐　　　浅利　英克
主事　　　　　及川　裕樹

▶六原幼稚園
園長　　　　　千枝　徳三
主任教諭　　　柏葉　広美
副主任教諭　　阿部　修子
教諭　　　　　高橋　由佳
教諭　　　　　横倉裕紀子
　　　　　　　（新規採用）
▶三ケ尻幼稚園
園長　　　　　及川　克弘
主任教諭　　　安部　明美
副主任教諭　　佐藤　恭子

▶永岡幼稚園
園長　　　　　伊東ミヨ子
主任教諭　　　佐藤　　環
副主任教諭　　小野寺律子
教諭　　　　　橘山　佳菜

▶南方幼稚園
園長　　　　　堀　　一子
主任教諭　　　及川　幸栄
副主任教諭　　齋藤　香生
副主任教諭　　駒込　洋子
教諭　　　　　菊地　芳美
教諭　　　　　遠藤由紀子
教諭　　　　　細野ななみ
教諭　　　　　佐々木悠里
教諭　　　　　小田嶋亜理沙　　　
教諭　　　　　及川　　愛

▶金ケ崎小学校
用務員　　　　坂本　道俊
用務員　　　　阿部　　潔

▶西小学校
用務員　　　　菊池　理享

▶永岡小学校
用務員　　　　林　　浩司

▶金ケ崎中学校
用務員　　　　前川　博知

▶選挙管理委員会事務局
【総務課職員併任】

書記長　　　　佐藤　政義
副書記長兼総務係長
　　　　　　　佐藤　　武
選挙係長兼啓発係長　　　
　　　　　　　及川由紀子
書記　　　　　鈴木　貴大
書記　　　　　田口　　洋
▶金ケ崎診療所
【保健福祉センター職員兼務】

所長　　　　　阿部　俊和
副所長兼外科長　古田　一裕
内科長　　　　加藤　喜信
主任看護師　　小野寺利佳
主任臨床検査技師　亀井　　浩
診療放射線技師　佐々木清光
薬剤師　　　　内田真喜子
看護師　　　　高橋　須磨
看護師　　　　吉田　聖子
看護師　　　　鈴木麻代子
看護師　　　　石母田陽子
看護師　　　　伊藤　　舞

▶金ケ崎歯科診療所
【保健福祉センター職員兼務】
歯科長　　　　高橋　道訓
歯科衛生士　　石川　友恵

▶訪問看護ステーション
【保健福祉センター職員兼務】

所長　　　　　阿部　俊和
主任看護師　　高橋　嬢子　
主任看護師　　小野寺利佳
主任看護師　　千田　瑞穂
看護師　　　　高橋　須磨
看護師　　　　吉田　聖子
看護師　　　　鈴木麻代子
看護師　　　　石母田陽子
看護師　　　　伊藤　　舞

▶地域包括支援センター
【保健福祉センター職員兼務】

所長　　　　　相澤　　啓
主任看護師　　山田　洋子
保健師　　　　佐々木美由紀
社会福祉士　　高橋　幸枝
社会福祉士　　植田　里美

▶産業開発公社
【農林課職員兼務】

事務局長　　　鈴木　敏郎
局長補佐　　　阿部　勝利
副主幹　　　　渡邉久美子

（
農
林
課
兼
務
）

（
農
林
課
兼
務
）

（
補
佐
兼
務
）

主
事
技
師
主
事
補

技
師
補

石
川　
英
博

斗
米　
俊
二　

千
田　
緩
音

三
好　
隆
介

主
任

蓑
輪　
　
豊 ▶子育て世代包括支援センター

【子育て支援課職員兼務】
所長　　　　　小原　弘子
所長補佐　　　星　　幸子
主任保健師　　菊地　淑子
保健師　　　　瀬川久美子
保健師　　　　千葉　修子
保健師　　　　高橋　　舞

■退職者　▶千田　美裕（総合政策課長）▶阿部　一之（農林課長）　▶及川美奈子（子育て支援課長）
　　　　　▶佐々木健一（教育委員会事務局教育次長）▶今野　和也（総合政策課主幹）
　　　　　▶及川　純子（保健福祉センター主幹）▶平野　真弓（議会事務局長補佐）

①総合政策課の企画部門を財政課と統合し、「企画財政課」としました。
②総合政策課の空き家対策、商工観光課の移住、定住、公共交通対策業務を建設課に移管し、「都市建設課」としました。
③水処理センターの名称を、「上下水道課」に改めました。
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今、地球が危ない
環境を守るのはわたしたちです !!

『環境にやさしい行動』のススメ　vol.１　
地球温暖化対策のため、環境の保全を意識した『環境にやさしい行動』を紹介します。

　今、日本でも世界でも、記録的な高温や台風の巨大化、豪雨や洪水など、気候変動の影響が現れており、長期的
な地球温暖化の傾向と関係しているという見解が示されています。

環境は、限られた資源　『快適に暮らし続けられるまち』を目指して
　町では、環境が限られた資源であることを深く認識し、町、事業者、町民が相互に協力し合い、人と自然が健全
に共生できるまちづくりの実現を目指し、平成10年4月に金ケ崎町田園環境基本条例を制定し、町における環境の
保全及び創造についての基本理念や町、事業者、町民の責務などについて定めました。
　また、町民が健康で文化的な生活を営むことができる健全で恵み豊かな環境を確保するとともに、これを将来の
世代に継承することを新たに決意し、平成11年3月に「田園環境保全の町」とすることを宣言しています。
　平成28年4月には、金ケ崎町全体で環境に配慮した取り組みを効果的に実施していくため、環境行動指針「ちょ
うみんグリーンアクション」を策定しました。

　　　町民グリーンアクションのめざす姿
温室効果ガス排出量を削減し、ごみの少ないまちの実現

目標　温室効果ガス排出量を2025年度までに
　　　町民1人あたり30％減らそう

　地球温暖化対策のため「町民一人ひとり」「事業者」「役場」な
どの各主体が、共通の認識を持ち効果的に実践していくものです。

　　　　　〇5つのグリーンアクション

アクション2
アクション3
アクション4
アクション5

家庭やオフィスの省エネルギーや省資源をすすめよう
町民一人1日　70g（10％）のごみを減らそう
清掃活動に参加しよう
自然とふれあい、水を大切に使い動植物をいつくしもう
資源を町内で循環させる地産地消をすすめよう

なお、環境行動方針「ちょうみんグリーンアクション」
の全文は、町ホームページに掲載しております。

⬆

⬆

2019年の異常気象 日本を襲う大型台風

令和元年　台風15号
千葉県を中心に、大規模な停電
および断水、通信障害等が発生
神奈川県横浜市で、東京湾に面
した護岸が高波により崩壊

令和元年　台風19号
関東地域を中心に、堤防決壊、
土砂災害発生

　　令和元年度台風19号
（ひまわり8号赤外画像、気象庁提供）

米国大陸　洪水
未曾有の大洪水が発生

欧州　熱波による気温上昇
パリの最高気温が72年ぶりに42.6℃と塗り替えられた

シベリアの高温
北極圏では6月
初めから大規模
な山火事が発生

ハリケーン
「バリー」
熱帯性低気圧から
の総雨量について
史上最高記録を塗
り替えた

ハリケーン
「ドリアン」
記録上のバハマに
影響を与える最も
強いハリケーンと
なったメキシコ　大量のひょう

6月30日に高さ2mになる程度の大量のひょうが降った

NOAAの再解析による2019年夏の平均気温と
1981-2010年夏の平均気温との差（℃）

　　　≪出典：環境省≫

アクション1

　　　　　　　グリーンアクション
　役場　　　　　　　　町民　　　　　　　事業者

南極海の氷の縮小

北極海の氷の縮小
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　町内 5つの小学校の入学式は 4月 8日に行われました。
本年度は、金ケ崎小 46人、第一小 19人、永岡小 12人、
三ケ尻小22人、西小14人の合計113人の新入生が入学。
小
お の で ら
野寺海

かい と
翔くん（金ケ崎小）は、「テストで 100点を取れ

るようにがんばりたい」と元気いっぱい答えてくれました。

町内小学校で入学式
校生活をスタート学

　森山総合公園野球場のネーミングライツ契約調印式・愛
称看板披露除幕式が 4月 1日に行われました。今後は「し
んきん森山スタジアム」と表記されます。水沢信用金庫
及
おいかわ
川和

かずお
男理事長は、「皆さまに親しみやすい愛称にさせて

いただいた。大リーガーが育った環境で子どもたちが野球
をできるのは素晴らしいこと。第２の雄星選手、大谷選手
が育ってほしい」と笑顔で話していました。

森山総合公園野球場ネーミングライツ調印式・除幕式

んきん森山スタジアムへし
表彰状を受け取り笑顔みせる菊地さん

　岩手県水沢地方交通安全協会金ケ崎分会は4月3日、
町内幼稚園・小学校と希望のあった保育園に対し、新入
学生通学帽子計177個とキーホルダーを寄贈しました。
同分会上

うえまつ
松東

とう じ
治会長は「新入生は金ケ崎の宝、黄色い帽

子をかぶって交通事故に遭わないように気を付けてほし
い」と話していました。

岩手県水沢地方交通安全協会金ケ崎分会

学帽子を寄贈通

通学帽子を千葉教育長に手渡す金ケ崎分会の皆さん

　祈祷師の菊
きくち
地弘
こうりゅう
龍さんは、障害者自立更生等厚生労働大臣

表彰を受賞しました。菊地さんは身体障害を克服し、長きに
渡り祈祷師としてご活躍されました。その行いは他の障害者
の自立更生における模範となり、この度の受賞に至りました。
菊地さんは「祈祷師をしていると、たくさんの人と出会える。
特に自分より年上の先輩方と話せるのが良い」と話していま
した。

障害者自立更生等厚生労働大臣表彰

生労働大臣表彰受賞厚

元気に行進する新入生 入学式（金ケ崎小学校）

　春の全国交通安全運動・地域安全運動出動式は4月6日、
町役場で行われました。式では、町交通指導隊髙

たかはし
橋長
ちょうし
嗣隊長、

町防犯隊高
たかはし
橋正

まさと
人隊長がそれぞれ決意表明を行いました。

　式の終了後、奥州警察署より、町民が一体となって鍵かけ
モデル運動を行い、模範となったことから、感謝状が贈呈さ
れ、新年度も引き続きモデル地区として指定されました。

春の全国交通安全運動・地域安全運動出動式

かけモデル地区へ鍵

奥州警察署菊地署長から感謝状を受け取る髙橋町長 しんきん森山スタジアム愛称看板披露の瞬間
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ふるさとへの

だより風

マンスリートピックス

★首都圏在住の金ケ崎町
出身やゆかりのある皆さ
まの入会を歓迎します。
問　事務局（金澤志年）
▶☎・FAX
044-711-2310
▶mail
skshoukai@gmail.com

ふるさとへの

だより風

★首都圏在住の金ケ崎町
出身やゆかりのある皆さ
まの入会を歓迎します。
問　事務局（金澤志年）
▶☎・FAX
044-711-2310
▶mail
skshoukai@gmail.com

　
桜
の
見
ご
ろ
は
と
て
も
短
く
て
は

か
な
い
。
千
葉
に
あ
る
我
が
家
の
庭
に

も
、３
月
に
は
梅
、４
月
に
は
桜
と
桃
、

５
月
に
は
ツ
ル
薔
薇
が
咲
き
、
月
替
わ

り
に
と
て
も
美
し
く
咲
い
て
く
れ
る
。

　
こ
の
中
で
最
も
華
や
か
な
桜
は
盛
り

の
期
間
が
短
す
ぎ
る
。
そ
の
風
情
を
介

せ
ず
に
興
ざ
め
な
思
い
を
す
る
こ
と
が

最
近
増
え
て
い
る
。

　
一
度
目
は
、
京
都
の
有
名
神
社
で
、

満
開
の
桜
の
下
で
着
物
を
着
て
長
時
間

写
真
を
撮
っ
て
い
る
外
国
人
グ
ル
ー
プ

だ
。
女
性
２
名
が
舞
妓
さ
ん
も
ど
き
の

着
物
姿
で
、
仲
間
が
シ
ャ
タ
ー
を
切
っ

て
い
た
が
、
女
性
が
手
に
持
っ
て
い
た

の
は
手
水
の
柄
杓
２
本
ず
つ
、
ふ
た
り

で
計
４
本
。
そ
の
結
果
、
手
水
に
は
数

本
し
か
柄
杓
が
な
く
、
日
本
人
は
列
を

待
っ
て
そ
れ
で
手
を
清
め
て
い
た
。
私

が
岩
手
弁
交
じ
り
の
英
語
で
注
意
し
て

一
時
は
や
め
た
が
、
参
拝
後
に
ま
た
そ

こ
を
通
る
と
再
び
や
っ
て
い
た
。
注
意

し
て
ダ
メ
な
ら
ば
、
ど
こ
ま
で
遡
っ
て

日
本
文
化
を
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
と
腹
立
た
し
く
な
っ
た
。

　
二
度
目
は
、
私
の
勤
務
地
が
あ
る
秋

葉
原
。
昨
年
、
ラ
ン
チ
後
に
ブ
ラ
ブ
ラ

桜
並
木
を
歩
い
て
い
る
と
、
ビ
ル
の
１

階
正
面
に
赤
い
鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
後

ろ
の
ガ
ラ
ス
扉
の
中
に
、
狛
犬
な
ら
ぬ

狐
の
石
像
と
桜
の
造
花
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
稲
荷
神
社
だ
か
ら
参
拝
し
よ
う
と

思
い
つ
つ
も
、
ガ
ラ
ス
扉
の
中
と
は
変

だ
と
様
子
を
見
る
と
、
ガ
ラ
ス
扉
に

ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
お
り
、「
巫
女
喫

茶
・
ご
新
規
募
集
中
」
の
表
示
。
秋
葉

原
は
メ
イ
ド
喫
茶
が
あ
り
オ
タ
ク
カ
ル

チ
ャ
ー
の
本
場
だ
が
、
こ
こ
ま
で
茶
化

し
た
ニ
セ
神
社
と
は
ひ
ど
い
も
の
だ
。

ほ
ん
に
、「
花
の
命
は
短
く
て
、
見
苦

し
き
こ
と
の
み
多
か
り
き
」

花の命は短くて・・・

 金ケ崎ふるさと大使

及
おいかわ
川　学

まなぶ

さん

千葉市在住

■
春
山
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
現
状

　
令
和
元
年
中
、
県
内
で
は
55
人
の

方
が
遭
難
し
、
24
人
が
負
傷
、
31
人

が
無
事
救
助
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
4
、
5
月
中
の
い
わ
ゆ

る
春
山
で
は
、
山
菜
採
り
目
的
で
入

山
し
た
8
人
が
道
迷
い
や
ク
マ
被
害

に
よ
っ
て
遭
難
し
、
登
山
目
的
で
入

山
し
た
1
人
が
道
迷
い
に
よ
り
遭
難

し
て
い
ま
す
。
昨
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
は
、
山
菜
採
り

で
4
人
、
登
山
で
1
人
が
遭
難
し
て

い
ま
す
。

■
春
山
登
山
の
注
意
事
項

①
体
力
、
技
術
に
合
っ
た
登
山
計
画

を
立
て
、
登
山
届
を
提
出
す
る
と
と

も
に
、
家
族
や
登
山
仲
間
に
も
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

②
単
独
登
山
は
避
け
、
経
験
豊
富
な

リ
ー
ダ
ー
達
と
登
り
ま
し
ょ
う
。

③
万
一
に
備
え
て
、
食
糧
、
雨
具
、

ラ
イ
タ
ー
、
通
信
機
器
、
懐
中
電
灯

は
必
ず
持
っ
て
入
山
し
ま
し
ょ
う
。

春の連休期間中における山岳遭難の防止
～万全な準備で遭難事故を防ぎましょう～

④
気
象
情
報
を
事
前
に
確
認
し
、
登

山
中
に
天
候
が
急
変
し
た
時
は
登
山

を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
春
山

で
は
、
山
頂
は
降
雪
と
い
う
こ
と
が

多
い
の
で
、
冬
山
の
装
備
を
準
備
し

て
登
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
笛
・
鈴
・
ラ
ジ
オ
等
、
ク
マ
よ
け

の
道
具
を
準
備
し
て
入
山
し
ま
し
ょ

う
。

⑥
山
中
で
の
発
病
は
、
早
期
の
救
助

が
期
待
で
き
ず
、
大
事
に
至
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自
分
の
体
力
や

健
康
状
態
に
応
じ
た
行
動
を
と
り
、

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

⑦
日
帰
り
登
山
の
場
合
は
、
日
が
暮

れ
る
前
に
下
山
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
万
一
遭
難
し
た
場
合
は
、
翌
朝
ま

で
待
機
し
、
明
る
く
な
っ
て
か
ら
行

動
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
捜
索
中
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
見
え
た
ら
、
タ
オ

ル
や
目
立
つ
も
の
を
大
き
く
振
っ
て

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

交交
番番
だだ
よよ
りり

警
察
署
か
ら
の
安
心
安
全
に
関
わ
る
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

問 金ケ崎交番
（☎44-５２２７）
　 永岡駐在所
（☎44-３３１０）
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子育て支援課からのお知らせ

子育て広場

図書館からのお知らせ

図書館だより

子育て支援課　　　☎44-4611　℻  44-4337
金ケ崎町西根鑓水 53　　e-mail：kosodate@town.kanegasaki.iwate.jp

町立図書館　☎ 41-1900　℻  44-5661
金ケ崎町西根西地蔵野 5　開館時間：10：00～ 19：00

MONTHLY  TOPICS

～子育て応援ガイド～
5月 5日（火）～５月 11日（月）は
児童福祉週間です！
　
子どもや家庭、子どもの健やかな成長につい
て、国民全体で考えることを目的に毎年5月5
日の「こどもの日」から1週間を児童福祉週間
と定めています。
　次代を担う子どもたちの健全かつ安心・安
全な環境づくりを進めるために子ども自身、
保護者や家庭はもちろんのこと、地域社会で
も子育てについて考えるきっかけとしてみま
せんか。

　子育て支援課では、母子健康手帳の交付や子
育てに関する相談を受け付けています。
　相談内容に応じた子育てサービスの紹介や必
要な機関にお繋ぎします。
　また、子育て情報ガイドや子育て支援通信
「にこにこ子育て」の発行、モバイルメール
「すこやか子ども情報」の配信も行っていま
す。
■相談内容　母子保健、児童手当、児童扶養手
当、ひとり親の方の相談、子育てサークルの紹
介、ファミリー・サポート・センターかねがさ
きの紹介など子育て支援課まで　お気軽にご相
談ください。
　なお、幼稚園・保育所等に関しては、教育委
員会事務局が相談窓口となります。

Baby&Kids 企画展
「おいしくたのしい食育絵本」

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため状況
により閉館となる場合があります。開館の際に
は、下記の企画を予定しております。

☆春の Baby&Kids 企画展「おいしくたのしい
食育絵本」with 保健福祉センター
■期日　開催中～令和２年 6月 28日（日 )
■場所　入口本棚コーナー
　新年度からは季節ごとに新しい企画を皆様に
お届けします。春は、Baby&Kids 企画展と題
して子ども達に向けた企画をご用意しました。
　保健福祉センターと連携し親子を対象にした
食育絵本を展示しますので幅広い年齢層の方に
お楽しみいただけると思います。

information

▶新年度からベビールーム新設！！
　新年度から赤ちゃん向けにベビールームを新設
しました。現在の対面朗読室にマットを敷き、親
子が座ってご利用できるようにするとともに、赤
ちゃん向けの絵本もご用意します。お子さんが安
心して図書館をご利用していただけるように準備
致しましたので、どうぞ皆さんお越しください。

■場所　対面朗読室

　　　子育て支援窓口について



15　 広報かねがさき●令和 2年 4月

広報暮らしのカレンダー
日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

26 27 28 29 30 1 2

3 4
◎DV相談

5 6 7
区長配布
♥循環器内科診療
♥神経内科診療
◎消費生活相談

8
♣ぴよぴよ

9
♥土曜診療

10 11
♥眼科診療
◎消費生活出張相談

12
●乳児健診
◎人権相談

13
♥整形外科診療
◎暮らしとお金の安心相談
◎多重債務弁護士相談

14
♥婦人科診療
♥循環器内科診療
♥神経内科診療

15
♣とことこ

16

17 18
♥眼科診療
◎消費生活相談
◎DV相談

19
● 1歳 6カ月児健診
◎多重債務弁護士相談

20
♥整形外科診療

21
区長配布
● BCG 予防接種
♥循環器内科診療

22
♣ぴょんぴょん

23
♥土曜診療

24 25
♥眼科診療
◎消費生活出張相談
◎メンタルヘルス相談

26
● 3歳 6カ月児健診

27
♥整形外科診療

28
♥婦人科診療
●離乳食教室
♥循環器内科診療

29 30

31 6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6

広報発行日
（お知らせ版）

広報発行日
（5月号）

◎各種相談
◎行政相談　問　総務課（内線 2313）
■時間・場所　10:00～12:00・地区生涯教育センター
◎人権相談　問　住民課（内線 2127）
■時間・場所　13:00 ～ 16:00・福祉センター
◎消費生活相談（相談日前週の木までに予約）
■時間・場所　10:00～15:00・中央生涯教育センター
■予約先・問　住民課（内線 2121）
◎消費生活出張相談（相談日前週の水までに予約）
■時間・場所　10:00 ～ 14:30・役場住民課
■相談員　奥州市相談員
■予約先・問　住民課（内線 2121）

◎DV相談（相談日前週の木までに予約）
■時間・場所　10:00～15:00・中央生涯教育センター
■予約先・問　中央生涯教育センター（☎ 44-3123）
◎暮らしとお金の安心相談（相談日前週の木までに予約）
■時間・場所　10:00 ～ 16:00・役場会議室
■予約先・問　住民課（内線 2121）
◎多重債務弁護士無料相談（要予約）
■時間・場所　10:00 ～ 15:00・奥州市役所
■予約先・問　奥州市役所（☎ 34-2915）
◎メンタルヘルス相談
■時間・場所　9:00 ～ 17:00・保健センター
問　保健福祉センター（☎ 44-4560）

♥各種診療　問　金ケ崎診療所（☎ 44-2121）
♥婦人科診療　▶受付：8:30 ～ 11:30
♥神経内科診療　▶受付：13:30 ～ 16:00
♥眼科診療（予約制）▶受付：13:30 ～ 16:30
♥整形外科診療（予約制）▶受付：8:30 ～ 11:30
♥循環器内科診療（予約制）▶受付：8:30 ～ 11:30
♥土曜診療（内科）▶受付：8:30 ～ 11:30
♣オープンデイ　
問　町子育て支援センター（☎ 44-3365）
■時間・場所　10:00 ～ 11:30・子育て支援センター
■対象　▶ぴよぴよ…0歳児親子　▶とことこ…
1歳児親子　▶ぴょんぴょん…2・3歳児親子
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●母子保健等日程　　　問　子育て支援課（☎ 44-4611）

事業名 月　日 場　所 受付時間

母子健康手帳交付・
妊婦相談

毎週㈪　
※祝祭日は除く 子育て支援課 13：00～17：００

乳児健診 5月 12日㈫ 保健センター 13：00～13：30

1歳 6カ月児健診 5月 19日㈫ 保健センター 13：00～13：30

BCG予防接種 5月 21日㈭ 保健センター 13：00～13：30

3歳 6カ月児健診 5月 26日㈫ 保健センター 13：00～13：30

▶奥州金ケ崎休日診療所
■場所　奥州医師会館（奥州市水沢多賀 21-1）
■診療時間　8:30 ～ 16:00
問　診療日▶奥州医師会館（☎ 25-3935）
診療日以外▶奥州金ケ崎行政事務組合（☎ 24-5821）
【5月の当番医】　
3日日亀井陽一先生（亀井整形外科クリニック）/4日月佐
藤清紀先生（さとう内科クリニック）/5日火今野譲二先生
（今野脳神経外科内科医院）/6日水佐藤信幸先生（さとう
整形外科・リウマチ科クリニック）/10 日日佐藤英俊先生
（佐藤クリニック）/17 日日佐々木喜教先生（水沢みなみ
皮フ科）/24 日日清水良明先生（レディースクリニック清
水医院）/31日日有住朋子先生（ありすみ内科クリニック）

●献血日程
問　保健福祉センター
（☎ 44-4560）
▶イオンスーパーセン
ター金ケ崎店
■期日　5月 6日（水・祝）
■時間　10:00 ～ 12:00、
13：30～ 16：30

まちからのお知らせ
お知らせ
news

問　農林課（内線 2234）

老川農業技術指導員が着任！

　農業者が安定した経営を行っていくための技術指導、相談業
務を担う農業技術指導員に４月から老川武喜氏が就任しまし
た。
　農業技術指導員は、町内の圃場を巡回し、当町の重点推進作
物（アスパラガス、キュウリ、ピーマン）を中心とした園芸作
物の指導・相談対応などを行います。
■勤務時間　8：30～ 17：15（水・土・日曜日・祝日休み）

お知らせ
news

問　子育て支援課（☎ 44-4611）

在宅子育て応援金をご活用ください！

　保育施設等（認可保育所、認可外保育所、認定こども
園、特定地域型保育事業所、幼稚園）を利用せずに、生
後７カ月から２歳児までの子どもを家庭で子育てしてい
る保護者に対して在宅子育て応援金を支給します。
■支給対象　町内に住所登録をしていること、生後７カ月
以上で２歳児までの子どもを養育していること、保育施設
等を利用していないこと、生活保護を受けていないこと。

■支給額　乳幼児１人あたり月額 5,000 円
■支給期間　対象乳幼児が生後７カ月から２歳児（満３
歳児に到達した年度末）まで
※期間中に町外に転出、保育施設等を利用した場合は、
その月から支給対象外となります。
■支給時期　年３回（8月、12月、4月）
■申請方法　申請書を子育て支援課に提出してください。
該当すると思われる方に通知します。

農業技術指導員

老
おいかわ
川　武

たけき
喜さん

JA岩手ふるさとOB
で、長年園芸作物の
担当者として活躍
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金ケ崎診療所　　 (44)2121　　　文化体育館　　 　(44)3010　　　西部地区センター (43)3414　　　森山スポーツ事業団 (44)5600
金ケ崎歯科診療所 (44)2842　　　中央センター　　 (44)3123　　　永岡地区センター (44)6068　　　金ケ崎温泉・駒子の湯 (43)2227　
上下水道課　　　 (44)2136　　　街地区センター　 (42)3608　　　北部地区センター (43)3038　　　子育て支援センター (44)3365
図書館　　　　　 (41)1900　　　三ケ尻地区センター (42)4376　　　金ケ崎要害歴史館 (42)3060　　　生きがい交流センター (44)6500　
給食センター　　 (44)3313　　　南方地区センター (44)2001　　　町民菜園パーク　 (44)4446　　　シルバー人材センター (44)3219　

保健福祉センター (44)4560
子育て支援課　　 (44)4611　

金ケ崎町役場　☎ 0197-42-2111( 代表 )
ホームページアドレス　http://www.town.kanegasaki.iwate.jp/

奥州エフエム (周波数 77.8MHz)で行政情報配信中・・・・・・「インフォメーション金ケ崎」㈪～㈮　❶午後 0時 47分～　❷午後 5時 49分～
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交通安全サポーターズ
チケットのお知らせ

　町は、運転免許証を返納した町
内在住の 70歳以上の人に、「70
歳からの交通安全サポーターズチ
ケット（タクシー助成券）」1万
円分を交付します。
■手続き　①県南運転免許セン
ターに運転免許証を返納し、運転
経歴証明書（交付手数料 1,100
円）を発行されます。②運転経歴
証明書と印鑑を生活環境課へ持参
し、交付の手続きを行ってくださ
い（代理人申請の場合、代理人の
方の身分証明書と印鑑も必要にな
ります）。
問　生活環境課（内線 2136）

産業用無人ヘリによる
病害虫防除のお知らせ

　病害虫から農作物を守るため、
産業用無人ヘリコプターによる薬
剤散布を行います。安全運行を心
掛けますので、皆さまのご協力を
お願いします。
■実施期間　5 月 9日（土）～ 6
月 10日（水）※実施期間は予定
ですので天候等により変更になる
場合があります。
問　胆江広域無人ヘリ防除協議会
事務局（☎ 25-6884）

町民大学で自主企画講座
を開きませんか

　町民大学で講座を企画・運営し
てみませんか。自分たちが持つノ
ウハウを生かした講座や、新たな
分野へ挑戦する講座など皆さんの
企画を募集します。採用された企
画については講師謝礼や、講座の
ＰＲ等のサポートを町が行いま
す。ぜひ応募ください。
■応募対象　町内に在住または
勤務する人たちで構成する団体・
サークルで、講座の企画・運営に
意欲があること。
■講座の開催期間　７月～２月
■申込方法　中央・各地区生涯教
育センターに備え付けの講座企画
書に記入し、お申し込みください。
応募企画については、審査のうえ
採用された場合に自主企画講座と
して開催します。
■申込締切　５月７日（木）
問　中央生涯教育センター（☎
44-3123）

「多重債務相談窓口」のご案内

　東北財務局盛岡財務事務所で
は、自らの収入で返済しきれない
ほどの借金を抱え、お悩みの方か
らの相談に応じています。
■期間　月～金（祝日、年末年始
除く）8：30～16：30

■場所　盛岡合同庁舎４階（盛岡
市内丸7-25）
■その他　秘密厳守・無料

新型コロナウイルス対策に
よる図書館からのお知らせ

　町立図書館は、町新型コロナウ
イルス感染症対策本部の方針に基
づき、開館日・休館日・利用方法
等が変更となる場合があります。
　また、移動図書館車「まな
びぃ」の運行内容が変更となる場
合があります（４月は規模縮小の
上、日程通り運行予定）。
　今後の予定は随時、ホームペー
ジ・ツイッター・メールマガジン
等でお知らせします。下記のQR
コード等からご確認ください。ご
不便をおかけしますが、ご理解と
ご協力を賜りますようお願いいた
します。

図書館
ホームページ

図書館
ツイッター

としょかん
メール登録

新型コロナウイルスの影響を受けたお客様に
対する水道料金等の支払い期限延長について

　新型コロナウイルス感染症の流
行に伴い、水道料金等のお支払い
を期限までに行うことが困難と

ⅰ nformation
お知らせ

金ケ崎診療所　　 (44)2121　　　文化体育館　　 　(44)3010　　　西部地区センター (43)3414　　　森山スポーツ事業団 (44)5600
金ケ崎歯科診療所 (44)2842　　　中央センター　　 (44)3123　　　永岡地区センター (44)6068　　　金ケ崎温泉・駒子の湯 (43)2227　
上下水道課　　　 (44)2136　　　街地区センター　 (42)3608　　　北部地区センター (43)3038　　　子育て支援センター (44)3365
図書館　　　　　 (41)1900　　　三ケ尻地区センター (42)4376　　　金ケ崎要害歴史館 (42)3060　　　生きがい交流センター (44)6500　
給食センター　　 (44)3313　　　南方地区センター (44)2001　　　町民菜園パーク　 (44)4446　　　シルバー人材センター (44)3219　

保健福祉センター (44)4560
子育て支援課　　 (44)4611　

金ケ崎町役場　☎ 0197-42-2111( 代表 )
ホームページアドレス　http://www.town.kanegasaki.iwate.jp/

奥州エフエム (周波数 77.8MHz)で行政情報配信中・・・・・・「インフォメーション金ケ崎」㈪～㈮　❶午後 0時 47分～　❷午後 5時 49分～
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～お誕生おめでとう～
赤ちゃんの氏名　保護者　 行　政　区

千
ち だ
田　雫

しずく
月ちゃん　裕

ゆう き
喜　遠　谷　巾　　　

松
まつよし
芳　美

みな み
波ちゃん　翔

しょうた
太　谷　地　下

日
ひやま
山　虹

に な
七ちゃん　直

なお き
樹　遠　谷　巾

後
ごとう
藤　心

こはる
春ちゃん　和

かず や
也　改　　　断

羽
は た の
田野菜

なつき
月ちゃん　恭

きょうへい
平　改　　　断

石
いしかわ
川　　清

きよし
くん　卓

すぐる
　　上　平　沢

伊
いとう
東　咲

さ な
花ちゃん　伸

しん や
也　檀　　　原

～ご結婚おめでとう～
婚　姻　者　　　　　　　 行　政　区

高
たかの
野　正

まさき
希・緑

みどり
　　　上　の　町

～お悔やみ～
氏　　　　名       年齢　   行　政　区
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地　ミエ　　78     下　平　沢
菅
すがわら
原　信
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子　　79     藤　　　巻

小
こせき
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畠
はたけやま
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　　92     川　　　目

小
お の で ら
野寺三

みつお
男　　90　  横　道　下

畑
はたなか
中　　誠

まこと
　　73　  二　ツ　森

鈴
すずき
木　昭

あきよし
義　　92　  栄　　　町

千
ち だ
田ヤシヱ

え
　　93　  谷　地　上
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喜子　　87　  栄　　　町
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順
）
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し
た
人
だ
け
掲
載

■ごみ焼却施設
3月4日 3月11日 3月18日 3月25日

主灰 23 53 57 58

飛灰 120 140 140 160

国が示す埋め立て処分基準8,000ベクレル/㎏

排ガス 3 月 18日（不検出）

放射能測定結果のお知らせ     
 問　奥州金ケ崎行政事務組合（☎24-5821）

■胆江地区最終処分場
3月4日 3月18日

地下水（上流） 不検出 不検出

地下水（下流） 不検出 不検出

下水道への放流水 3.0 －

なっているお客様からのお申し出
があった場合、お支払い期限を延
長いたします。
■期間及び取扱対象　お支払い
期限が3月末日以降から6月1日
（月）までの水道料金等につい
て、お支払い期限を6月末まで延
長します。
■対象者　①新型コロナウイルス
感染者または感染の疑い等により
水道料金等の支払いの手続きが困
難な人②新型コロナウイルス感染
症流行の影響により、収入が減少
し水道料金等の支払いが困難な
人。
■受付方法　電話によるお申し出
により受付いたします。なお、お
申し出の際には、新型コロナウイ
ルス感染症の影響の状況を聞き取
らせていただくとともに、状況を
確認できる書類を提出いただきま
すのでご了承願います。
■受付・問　上下水道課（☎44-
2136）水道お客様センター（☎
41-1100）

応急手当講習会のご案内
　奥州金ケ崎行政事務組合消防本
部では、管内住民へ正しい応急手
当の知識と技術を習得していただ
き、救命率の向上を図るため講習
会を開催します。

■講習種類　普通救命講習Ⅰ（心
肺蘇生法、自動体外式除細動器
（AED）、異物除去および止血
法）
■日時・場所　4月19日（日）
9：00～12：00・水沢消防署
（奥州市水沢大鐘町二丁目16番
地）、5月10日（日）9：00～
12：00・江刺消防署（奥州市江
刺西大通り3番8号）
■対象者　中学生以上
■定員　30名　※事前の予約が
必要となります。
■受講料　無料
■受講申込期間　各開催日の2日
前の17：00まで
■その他　当日の受付は8：45か
らとなります。動きやすい服装
（ジャージ等）で上履きを持参し
てください。
■申込先・問　奥州金ケ崎行政事
務組合消防本部消防救急課（☎
24-7211）
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わが家のアイドル

むし歯のない３歳児
３月３日健診分

バイバイ‼バイバイ‼

  むし歯菌  むし歯菌

小
おやま
山 希

き お
凰 ちゃん

( 瘤木 )
伊
いとう
東 奏

そうすけ
祐くん

( 檀原 )
八
や え が し
重柏 穂

ほのか
夏ちゃん

( 瘤木 )
奥
おくでら
寺 光

みゆい
結ちゃん

( 清水端 )

松
まつもと
本 りん ちゃん
( 下百岡 )

齋
さいとう
藤 要

かなめ

くん
( 横道上 )

佐
さとう
藤 星

せ な
波ちゃん

( 谷地下 )

松
まつもと
本 らんちゃん
( 下百岡 )

お子さんの笑顔を広報誌に掲載しませんか？お子さんの笑顔を広報誌に掲載しませんか？（小学校入学前（小学校入学前まで）まで）
■応募方法■応募方法　郵送または E-mail で写真と必要事項を記入のうえ応募ください。　郵送または E-mail で写真と必要事項を記入のうえ応募ください。
▶必要事項▶必要事項　①名前（ふりがな）②年齢③性別④ご両親の名前（ふりがな）　①名前（ふりがな）②年齢③性別④ご両親の名前（ふりがな）
⑤住所⑥電話番号⑦お子さんに向けた一言メッセージ
■応募先　〒029-4592　役場総務課広報公聴係　E-mail：sousei@town.
kanegasaki.iwate.jp 　※応募の写真は返却できませんのでご注意ください。
問　総務課広報公聴係（内線 2319）

お詫びと訂正お詫びと訂正

3月号「わが家のアイド
ル」に掲載したお子さ
んの名前に誤りがあり
ましたのでお詫びして
次のとおり訂正します。
正　梅

うめ
田
だ
　一

いち
朗
ろう

くん
誤　梅田　一郎くん

渡
わたなべ
邊 幸

ゆきむね
縁 くん

( 南町 )
髙
たかはし
橋 思

しゅ う
羽 くん

( 上永沢第一 )
菊
きくち
池 結

ゆ あ
碧 くん

( 改断 )

上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！

広報かねがさき● 2020-4　18

▶森山総合公園野球場ネーミングライ
ツ契約調印式・愛称看板披露除幕式で
あいさつする髙橋町長（４月１日）

いつまで続く新型コロナ
　今年は春本番の「桜花にヒバリのさえずり」に癒される事も
無く、子どもたちの「夢と希望」の入学祝も、社会人として魅
力に富んだ新しい人生の門出も、新型コロナウイルスで一変し
て「自粛」の無常さを感じながら、不安な毎日とやりきれない
気持ちが続いておりますが、皆様にはお変わりございませんか。
　こんなはずではなかったと思っております。
　今年の年頭では誰しもが、今年の干支は「子・ねずみ」年
なので商売繁盛・株式相場はネズミ算式で上昇、さらにオリン
ピック・パラリンピックで大勢の来日者と大きな経済効果で、
消費税アップを乗り越えGDPがプラス成長し景気拡大。本町
もその波に乗ってと思っていた今年でした。
　新型コロナが中国で発生して話題になって、そこにクルーズ
船ダイヤモンドプリンセス号での発生がテレビ等で放映され始
めてからは、国内でも注目されたが船内の出来事と思った方が
多かったのではと思います。これが船内での感染拡大と今度は
海外の帰国者からの発生、さらに多人数の場所で知らぬ間に
感染し、感染経路が不明の状況もある中で感染が一気に進行
し、感染者の急増と死亡者も増加するという最悪の状況にあり
ます。海外でも爆発的な感染拡大となって、いま世界はパニッ
クの状況下にあります。
　治療薬がないままに「終息が見えない」ことが、世界中の
不安をさらに大きくしています。新しいウイルスの発生と国際
的な人の交流で世界同時感染が始まったと言えます。ネズミ算
式の繁盛が暗転の感染拡大になるとはと、嘆きたくなる自分で
す。自然災害と人口減少への国家課題に、今度はいつ発生す
るかわからない新型ウイルスの克服が急務となりました。
　私たちは密接・密閉・密集の３密を避け、マスクに手洗い、
うがいの励行、不要不急の外出等を避け、国や県の動向に沿っ
た対応と、新型コロナ対策と自己管理に努め一日も早い終息を
迎えたいものです。

新型コロナウイルス感染症にかかる
学校再開以降の対応のお知らせ
　町では、新型コロナウイルス感染症対策の一環
として、休業中の児童・生徒のクラブ活動を制限
するため、児童・生徒も利用する町内施設の利用
禁止や休館等の措置を実施してきたところです
が、令和 2年 4月 7日に学校が再開されたこと
を受け、緊急事態宣言の内容を踏まえて検討した
結果、次のとおりとすることとしましたのでお知
らせします。なお、新型コロナウイルス感染症に
対する対応は、令和2年4月8日時点の対応です。
今後の感染拡大などの状況に応じて見直しを行い
ます。最新の情報はホームページをご覧いただく
かお問い合わせください。
問　金ケ崎町新型コロナウイルス感染症対策本部
事務局（保健福祉センター☎ 44-4560）

■学校のクラブ活動等について
▶小学校におけるスポ少活動は、1日 2時間以内とします。
▶中学校におけるクラブ活動及びスポ少活動は、両方合
わせて 1日 2時間以内とします。
▶休日は、いずれも 3時間以内とします。
■町内施設の利用について
▶森山総合公園屋外施設における、しんきん森山スタ
ジアム、テニスコート、パークゴルフ場、陸上競技場
は、通常通りの運営に戻します。なお、屋内施設であ
る生涯スポーツセンターは、休館を継続します。
▶荒巻公園における、ソフトボール場、テニスコート
は通常通りの運営に戻します。
▶和光ドームは、通常通りの運営に戻します。
▶町立図書館における貸出・返却業務は、通常通りの運営
に戻します。閲覧については、閲覧席の数を縮小して再開
します。上記以外のサービスは、引き続き休止します。
▶子育て支援センター（相談業務を除く）、千貫石森
林公園バンガローは、休止を継続します。
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人口と世帯
3 月 31日現在
※ (  ) 内は前月比

人　口　15,550 人　（－ 36）
　男　　  7,944 人　（－  1）
　女　　  7,606 人　（－ 35）
世帯数　 6,101 世帯（+ 21）

　
金
ケ
崎
町
猟
友
会
の
副
会
長
を
務
め
る
肇

さ
ん
。
親
戚
の
影
響
で
幼
い
こ
ろ
か
ら
狩
猟

が
身
近
に
あ
っ
た
こ
と
や
、
ク
レ
ー
射
撃
に

堪
能
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
53
年
に
猟
友

会
へ
加
入
し
た
。
加
入
当
時
は
町
内
に
80
人

い
た
会
員
も
、
一
時
は
９
人
ま
で
減
っ
た
。

　
肇
さ
ん
の
精
力
的
な
募
集
活
動
と
持
ち
前

の
面
倒
見
の
良
さ
か
ら
、
酪
農
仲
間
を
中
心

に
、
現
在
は
17
人
ま
で
会
員
を
増
や
し
た
。

　
酪
農
家
の
肇
さ
ん
の
一
日
は
搾
乳
か
ら
始

ま
る
。
仲
間
か
ら
、
ク
マ
の
出
没
情
報
や
捕

獲
情
報
が
肇
さ
ん
の
も
と
に
入
る
と
、
作
業

も
そ
こ
そ
こ
に
打
ち
切
り
、
現
場
に
急
行
。

狩
猟
歴
40
年
を
超
え
た
知
識
と
経
験
を
、
背

中
で
若
手
会
員
に
教
え
る
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
は
危
険
と
労
力
が
か
か

る
。
重
い
ワ
ナ
を
車
に
乗
せ
て
移
動
し
、
農

作
物
被
害
が
あ
っ
た
現
場
や
人
的
被
害
の
恐

れ
の
あ
る
現
場
に
設
置
す
る
。
ワ
ナ
も
毎
日

確
認
す
る
た
め
時
間
も
か
か
る
。過
去
に
は
、

ワ
ナ
に
か
か
っ
た
ク
マ
の
周
り
に
も
う
1
頭

の
ク
マ
が
興
奮
状
態
で
動
き
回
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
最
近
は
若
手
の
会
員

が
増
え
た
こ
と
で
、
分
担
し
て
見
回
り
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
山
菜
採
り
で
山
に
入
る
機
会
が

多
く
な
る
。「
山
菜
採
り
に
夢
中
に
な
っ
て

し
ゃ
が
ん
で
い
る
と
体
が
動
か
な
い
。
鈴
だ

け
で
な
く
音
が
出
る
も
の
も
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
語
る
肇
さ
ん
。
猟
友
会
で
は
新
規

の
銃
取
得
者
へ
の
助
成
も
行
っ
て
お
り
、
共

に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
る
。

　

活
動
す
る
と
き
の
ベ
ス
ト
に
身
を
つ
つ
み
笑
顔
を
み
せ
る
新
田
さ
ん

仲
間
と
と
も
に
40
年

ベ
テ
ラ
ン
ハ
ン
タ
ー
が
く
ら
し
を
守
る

新
にった
田　肇

はじめ

さん（66歳）

農家。稲作と酪農を営む傍ら
金ケ崎町猟友会の副会長とし
て若手の会員をまとめ上げ有
害鳥獣による農作物・人的被
害の防止に努めている。

金ケ崎町六原在住

広報日記　
4
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
広
報

担
当
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に

親
し
み
や
す
く
読
み
や
す
い
広
報

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
広
報
担
当
と
な
り
、
久
し
ぶ
り

に
母
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
さ
か

広
報
担
当
と
し
て
母
校
の
入
学
式

を
取
材
す
る
日
が
訪
れ
る
な
ん
て

想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
の
担
任
の
先
生
は
さ
す
が
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
小
学
生
の
時
の
楽
し
か
っ
た

思
い
出
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
も

覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。

　
小
学
生
の
時
に
30
年
後
に
向
け

て
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し

た
。
同
級
生
と
と
も
に
開
け
る
の

が
楽
し
み
で
す
。（
村
口
）


